
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンロ本体上面の天板におけるガスバーナが臨む天板開口部に汁受け皿を支持させると
共に該汁受け皿に五徳を支持させたガスコンロの五徳取付け構造であって、
　外側凸部と内側凹部とを有した絞り部が上記汁受け皿の周壁部に設けられ、
　上記天板開口部に上記汁受け皿をセットしたとき、上記絞り部の外側凸部を係合可能と
する切欠き部が該天板開口部に設けられ、
　上記汁受け皿に上記五徳をセットしたとき、上記絞り部の内側凹部に係合可能とする位
置決め用突片が該五徳の下部に設けられ、
　且つ、上記絞り部を汁受け皿に１個または２個設けるようにし
　

ことを特徴とするガス
コンロの五徳取付け構造。
【請求項２】
請求項１に記載のガスコンロの五徳取付け構造において、
上記五徳の位置決め用突片を上記汁受け皿の上記絞り部の数よりも多くならない個数で設
けるようにしたことを特徴とするガスコンロの五徳取付け構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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、
該汁受け皿の外周フランジを上段部と下段部とで構成し、この下段部上に、上記五徳に

おける五徳ツメを形成したリング状の五徳枠を載置するようにした



本発明は、ガスコンロの五徳取付け構造に関し、特に五徳をガスバーナに対して位置決め
させるため汁受け皿に五徳が位置決めされて取付けられるものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ガスコンロにおいてガスバーナに対し五徳を位置決めして取付けられるものが実開
平６－２８５０７号公報に開示されている。この五徳取付け構造を採用するガスコンロは
、図６～図８に示すように、コンロ本体８０１の上面にガスバーナＢが臨む天板開口部８
２０を有する天板８０２を備え、この天板開口部８２０に汁受け皿８０３を支持させると
共に汁受け皿８０３に五徳８０４を支持させている。なお、このものは、下面板８７０上
にガラスプレート８６０が配置されて、これら下面板８７０とガラスプレート８６０とに
よって上記天板８０２を構成している。
【０００３】
そして、このものは、天板開口部８２０における立上げ片８２２に３つの切欠き部８２３
を設ける（図６、図８を参照）。また、汁受け皿８０３の外側に上記切欠き部８２３と係
合する絞り凸部８５１を３つ設けると共にこれら絞り凸部８５１の裏側に形成される絞り
凹部８５２と係合する位置決め用突片８４４を五徳８０４の対応する３つの五徳ツメ８４
２に形成する。これによって、汁受け皿８０３は天板８０２に係止され、五徳８０４は汁
受け皿８０３に係止されるため、五徳８０４は汁受け皿８０３を介して天板８０２に位置
決めされる。
【０００４】
従って、ガスバーナＢに対する五徳８０４の位置ずれが阻止でき、ガスバーナＢの炎が五
徳ツメ８４２と触れないように例えば小炎孔とした部分と、五徳ツメ８４２とを必ず対応
させて五徳ツメ８４２の過熱の防止等を行っている。
【０００５】
また、このものは、図７に示すように、五徳８０４におけるリング状の板材からなる五徳
枠８４１が宙に浮いた状態にあって五徳ツメ８４２を汁受け皿８０３の外周フランジ８３
１に支持させているので、五徳８０４を汁受け皿８０３上に確実に安定させるため、五徳
８０４に位置決め用突片８４４を３つ設け、これに伴ない上記天板開口部８２０の切欠き
部８２３や上記汁受け皿８０３の絞り凹部８５２が３箇所に設けられている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記汁受け皿８０３の天板８０２へのセット時に、天板開口部８２０の切
欠き部８２３が汁受け皿８０３自体によって隠れて見えない状態となるため、汁受け皿８
０３の絞り凸部８５１を天板開口部８２０の切欠き部８２３に誘導させ難く、汁受け皿８
０３の天板８０２へのセットが非常にやり辛かった。
【０００７】
しかも、この汁受け皿８０３の絞り凸部８５１が３箇所に形成されているため、これら絞
り凸部８５１が天板開口部８２０の切欠き部８２３に係合されなくても天板開口部８２０
の立上り片８２２上に安定して支持されることから、上述の汁受け皿セットのやり辛さと
相まって汁受け皿８０３の誤セットに全く気付かないことがあった。
【０００８】
そして、この誤セット状態の汁受け皿８０３に対しても、上記五徳８０４の位置決め用突
片８４４が正常に汁受け皿８０３の絞り凹部８５２と係合されるため、汁受け皿８０３が
天板８０２に誤セットされていても気付かれなかった。この汁受け皿８０３の誤セット状
態では、汁受け皿８０３に取付けた五徳８０４も、ガスバーナＢに対して位置決めされて
いないこととなり、その結果、ガスバーナＢの炎が五徳ツメ８４２に当たって燃焼効率を
低下させてしまう等の不具合が生じる。
【０００９】
また、この汁受け皿８０３の誤セット状態で、重い調理鍋等が五徳８０４上に載せられる
と、汁受け皿８０３の絞り凸部８５１が天板開口部８２０の立上げ片８２２に無理に嵌合

10

20

30

40

50

(2) JP 3785122 B2 2006.6.14



され、次に天板８０２から汁受け皿８０３を取外そうとしても、そう簡単には取外せなく
なってしまう不具合も起こる。
【００１０】
さらに、この汁受け皿８０３の誤セット状態では、汁受け皿８０３の外周フランジ８３１
と天板８０２との間にすき間が形成されるため、このすき間から調理鍋等の煮こぼれ等が
コンロ本体８０１内部に浸入してしまう不具合も起こる。
【００１１】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、天板に対する汁受け皿の誤セットを確
実に気付かせるようにし、汁受け皿の誤セットを防止して五徳を正しく位置決めさせるガ
スコンロの五徳取付け構造を実現するものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
（１）本発明の請求項１に係るガスコンロの五徳取付け構造は、
　コンロ本体上面の天板におけるガスバーナが臨む天板開口部に汁受け皿を支持させると
共に該汁受け皿に五徳を支持させたガスコンロの五徳取付け構造であって、
　外側凸部と内側凹部とを有した絞り部が上記汁受け皿の周壁部に設けられ、
　上記天板開口部に上記汁受け皿をセットしたとき、上記絞り部の外側凸部を係合可能と
する切欠き部が該天板開口部に設けられ、
　上記汁受け皿に上記五徳をセットしたとき、上記絞り部の内側凹部に係合可能とする位
置決め用突片が該五徳の下部に設けられ、
　且つ、上記絞り部を汁受け皿に１個または２個設けるようにし
　

ことを特徴とするもの
である。
【００１３】
これによると、上記汁受け皿の絞り部は、２個以下の個数でしか設けられないので、汁受
け皿の天板へのセット時、汁受け皿における絞り部の外側凸部が天板開口部の切欠き部に
係合されない間は、汁受け皿は、天板開口部で２点支持されるから、必ずガタ付いた状態
となる。そのため、汁受け皿の外側凸部が切欠き部に係合されない誤セット状態に容易に
気付くことができる。従って、汁受け皿は、絞り部の外側凸部が天板開口部の切欠き部に
係合される正規の位置にセットされるようになる。すると、この正規位置にセットされた
汁受け皿において五徳の位置決め用突片を絞り部の内側凹部に係合させることによって、
五徳をガスバーナに対して位置決め状態にして確実にセットさせることができる。このよ
うに、五徳は、ガスバーナに対して位置決め状態にして確実に取付けられるため、ガスバ
ーナの炎が五徳ツメに当たって燃焼効率を低下させる等の不具合を防止できる。
【００１４】
　また、汁受け皿が天板開口部に確実に正規の位置にセットされるようになるため、絞り
部の外側凸部が天板開口部に強く噛み込んで汁受け皿が取外し難くなることも防止でき、
さらには汁受け皿の外周フランジと天板との間にすき間が形成されることもなく煮こぼれ
等がコンロ本体内部に浸入してしまう不具合も防止できる。
　

【００１５】
（２）また、本発明の請求項２に係るガスコンロの五徳取付け構造は、上記ガスコンロの
五徳取付け構造（請求項１）において、
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、
該汁受け皿の外周フランジを上段部と下段部とで構成し、この下段部上に、上記五徳に

おける五徳ツメを形成したリング状の五徳枠を載置するようにした

さらに、上記五徳取付け構造では、五徳の位置決め用突片が汁受け皿における絞り部の
個数以下（２個以下）となるが、汁受け皿の外周フランジを上段部と下段部とで構成し、
この下段部上に、上記五徳における五徳ツメを形成したリング状の五徳枠を載置するよう
にしたので、五徳が汁受け皿上の所定位置に確実に配置され、そのうえで２個以下の五徳
の位置決め用突片が汁受け皿における絞り部の内側凹部に係合されることとなり、これに
よって、五徳の位置決め用突片が２個以下であっても汁受け皿上に五徳を安定して位置決
め状態にセットさせておくことができる。



上記五徳の位置決め用突片を上記汁受け皿の上記絞り部の数よりも多くならない個数で設
けるようにしたことを特徴とするものである。
【００１６】
これによると、五徳の位置決め用突片は、１個または２個しか設けられない。従って、こ
の五徳も汁受け皿にセットする際、位置決め用突片が絞り部の内側凹部に係合されない間
は、五徳は、汁受け皿上で２点支持されるから、必ずガタついた状態となるので、五徳の
誤セット状態に容易に気付くことができ、五徳の誤セットも確実に防止できる。
【００１７】
【発明の効果】
（１）本発明の請求項１に係るガスコンロの五徳取付け構造によれば、上記汁受け皿の絞
り部は、２個以下の個数でしか設けられないので、汁受け皿の誤セット状態に容易に気付
くことができ、確実に汁受け皿を正規の位置にセットさせるようにできる。従って、正規
位置にセットされた汁受け皿に五徳をガスバーナに対して位置決め状態にして確実にセッ
トさせることができ、ガスバーナの炎が五徳ツメに当たって燃焼効率を低下させる等の不
具合を防止できる。
【００１８】
しかも、汁受け皿が天板開口部に確実に正規の位置にセットされるようになるため、絞り
部の外側凸部が天板開口部に強く噛み込んで取外し難くなることも防止でき、さらには汁
受け皿の外周フランジと天板との間にすき間が形成されることもなく煮こぼれ等がコンロ
本体内部に浸入してしまう不具合も防止できる。
【００１９】
（２）また、本発明の請求項２に係るガスコンロの五徳取付け構造によれば、五徳の位置
決め用突片が１個または２個しか設けられることがないため、五徳も汁受け皿にセットす
る際、五徳の誤セット状態に容易に気付くことができ、五徳の誤セットも確実に防止でき
る。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
なお、実施の形態では、システムキッチン等のカウンタートップにドロップイン形式に取
付けたガスコンロを例に挙げて説明するが、本発明は、このようなドロップイン形式以外
の据え置きタイプにおいても適用可能である。
【００２１】
図１は、ガスコンロの断面図を示し、図２は、このガスコンロの天板の平面図を示す。ま
た、図３は、上記汁受け皿の平面図を示し、図４は、汁受け皿に上記五徳がセットされた
状態の断面図を示す。そして、図５は、汁受け皿と五徳との取付け構造の部分斜視図を示
す。
【００２２】
図１に示すように、このガスコンロＧＣは、カウンタートップＣＴの開口１０にコンロ本
体１の上部フランジ１１を支承させ、上面をカウンタートップＣＴと略フラットとなるよ
うに配置させている。なお、コンロ本体１の前面には、ガスバーナＢの火力調節レバー１
２や点火スイッチ１３が配置されている。コンロ本体１の上面には、天板２が取付けられ
ている。
【００２３】
上記天板２には、コンロ本体１内のガスバーナＢが臨む円形の天板開口部２０が設けられ
、この天板開口部２０に丸型の汁受け皿３を支持させると共にこの汁受け皿３に丸型の五
徳４を支持させている。この天板開口部２０は、ガスコンロＧＣに備えるガスバーナＢの
数に合せて設けられ、図２に示すように、本例のものでは２つ設けられている。そして、
これら天板開口部２０の形成箇所がガスコンロＧＣのコンロ部となる。なお、図２中、天
板２の後方にはグリル部の排気口Ｈが設けられている。
【００２４】
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また、上記天板２は、上記天板開口部２０の周縁に隆起した段押し部２１が設けられ、ま
た、この段押し部２１に連続してフランジ部２２が設けられて天板開口部２０を形成させ
ている。これら段押し部２１とフランジ部２２に上記汁受け皿３の外周フランジ３１が支
持されることによって、汁受け皿３が天板開口部２０にセットされる。そして、この天板
開口部２０にセットされた汁受け皿３の外周フランジ３１上に上記五徳４が載置され、こ
れによって五徳４が汁受け皿３を介して天板２にセットされる。
【００２５】
上記天板開口部２０のフランジ部２２には、図２に示すように、２個の切欠き部２３が設
けられている。これら切欠き部２３は、ガスコンロＧＣの前後方向において天板開口部２
０の中心を通る直線上に対向配置されている。また、天板２には、上記段押し部２１の外
側に上記切欠き部２３位置を示すマークＭ２がそれぞれ付されている。なお、これらマー
クＭ２は、天板２を隆起させて形成するが、シールや印刷等で天板２上に付したもの等で
もよい。
【００２６】
図３～図５に示すように、上記丸型の汁受け皿３は、上記天板開口部２０に支持させる外
周フランジ３１と、この外周フランジ３１の内側端から垂下形成させた周壁部３２と、こ
の周壁部３２の下部から内側に連続形成させた皿部３３と、この皿部３３中央に設けてガ
スバーナＢを望ませる中央口部３４とを有するものである。
【００２７】
一方、上記丸型の五徳４は、リング状の線材からなる五徳枠４１と、この五徳枠４１上に
等間隔に形成された６本の五徳ツメ４２とを有し、６本の五徳ツメ４２のうち対向する２
本の五徳ツメ４２においてその下部に形成された足部４３を他の五徳ツメ４２よりも上記
五徳枠４１下方へ突出させて、これを位置決め用突片４４とするものである。
【００２８】
そして、上記汁受け皿３の外周フランジ３１は、図５をも参照し、上段部３１１と下段部
３１２とを構成し、上段部３１１が天板２の段押し部２１に載置され、下段部３１２が天
板開口部２０のフランジ部２２に載置される。上記丸型の五徳４は、この外周フランジ３
１の下段部３１２上に五徳枠４１が載置され、五徳ツメ４２の下部が上段部３１１に載置
される。なお、この外周フランジ３１の上段部３１１には、この汁受け皿３にホーロをコ
ーティングするときコーティング液に浸けるに際して吊り下げ用の孔部ｈが設けられてい
る。この吊り下げ用孔部ｈは、五徳４をセットすると五徳ツメ４２によって隠されるので
、見栄えを損ねることもない（図３を参照）。
【００２９】
また、上記汁受け皿３の周壁部３２には、上記下段部３１２に開口すると共に、外側凸部
３５１と内側凹部３５２とを有する絞り部３５が２個設けられている。これら絞り部３５
は、汁受け皿３の中心を通る直線上に対向配置されている。そして、これら絞り部３５に
おける外側凸部３５１が上記天板開口部２０のフランジ部２２に設けた切欠き部２３に係
合される一方、内側凹部３５２に五徳４の上記位置決め用突片４４が係合される。これに
よって、五徳４が汁受け皿３を介してガスバーナＢと位置決め状態にして取付けられる。
【００３０】
また、上記汁受け皿３の皿部３３には、上記２個の絞り部３５位置をそれぞれ示すマーク
Ｍ３が２個付されている。なお、これらマークＭ３は、皿部３３を隆起させて形成するが
、シールや印刷等で皿部３３上に付したもの等でもよい。また、この皿部３３の中央口部
３４付近は、斜め上方へ折り曲げられた返し部３３１が設けられている（図４を参照）。
この返し部３３１によって、中央口部３４に臨んだガスバーナＢに煮こぼれ等が撥ね付か
ないようガードしている。また、この皿部３３は、中心に向けて高くなるようやや傾斜さ
せ、煮こぼれ等が中央口部３４から零れてガスバーナＢに滴下されたり、コンロ本体１内
部に浸入しないようにしている。
【００３１】
そして、上記汁受け皿３と上記丸型五徳４とを天板２にセットするには、例えば、ガスコ
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ンロＧＣの前面側に立って次のように行われる。
まず、汁受け皿３をその絞り部３５が天板開口部２０に設けた切欠き部２３と概ね一致す
るように天板開口部２０に載置させる。このとき、天板２上の切欠き部２３を示すマーク
Ｍ２を目安にし、上から視認できる汁受け皿３の絞り部３５やその皿部３３に設けたマー
クＭ３が上記天板２上のマークＭ２と向き合うように配置させる。これにより、汁受け皿
セット時に、天板開口部２０の切欠き部２３が汁受け皿３に隠れて見えなくなっても、汁
受け皿３の絞り部３５を天板開口部２０の切欠き部２３付近に容易に配置させることがで
きる。
【００３２】
また、この汁受け皿３の絞り部３５は、２個設けられるので、汁受け皿３の天板開口部２
０へのセット時、絞り部３５の外側凸部３５１が切欠き部２３に係合されない間は、汁受
け皿３は、天板開口部２０におけるフランジ部２２に２点支持されるから、必ずガタ付い
た状態となる。この場合、上記絞り部３５の外側凸部３５１が切欠き部２３に嵌り込んで
係合されるまでの汁受け皿３のガタつきは、２個の絞り部３５が汁受け皿３の中心を通る
直線上に対向配置されているので、これら２個の絞り部３５が中心を通る直線上に対向配
置されないものと比して最も大きくガタつき、汁受け皿３の誤セット状態が一層はっきり
確認できる。従って、汁受け皿３の誤セット状態に容易に気付くことができ、絞り部３５
の外側凸部３５１が切欠き部２３に係合されない状態のままで放置されることも防止でき
る。
【００３３】
そして、天板２上のマークＭ２を目安にして汁受け皿３を小幅に左右に回動させるだけで
絞り部３５の外側凸部３５１が切欠き部２３に簡単に誘導されて嵌り込む。これにより、
汁受け皿３が天板２天板開口部２０に正しくセットされる。すなわち、この汁受け皿３に
も配置させる向きが決められており、この決められた正規の位置に正しくセットされるこ
ととなる。
【００３４】
次いで、この天板開口部２０に正規位置にセットされた汁受け皿３上に丸型の五徳４がセ
ットされる。すなわち、五徳４下部の２個の位置決め用突片４４位置を予め確認し、この
位置決め用突片４４を設けたどちらかの五徳ツメ４２を指で摘んで汁受け皿３の外周フラ
ンジ３１における内側の下段部３１２にセットさせる。このとき、汁受け皿３のマークＭ
３や天板２上のマークＭ２を目安に、指で摘んでいる五徳ツメ４２をこれらマークＭ２，
Ｍ３付近に配置させる。これにより、五徳４セット時に、汁受け皿３の絞り部３５が五徳
枠４１に隠れて見えなくなっても、五徳ツメ４２の下部に形成させた位置決め用突片４４
が汁受け皿３の絞り部３５付近に容易に配置させることができる。
【００３５】
また、この位置決め用突片４４も、２個設けられるので、五徳セット時に、位置決め用突
片４４が絞り部３５の内側凹部３５２に係合されない間は、五徳４は、汁受け皿３の外周
フランジ３１上に２点支持されるから、必ずガタ付いた状態となる。そして、上部の汁受
け皿セット時の場合と同じく、２個の位置決め用突片４４がこの五徳４の中心を通る直線
上に対向配置されているので、位置決め用突片４４が絞り部３５の内側凹部３５２に嵌り
込んで係合されるまで大きくガタつく状態にあるから、五徳４の誤セット状態がはっきり
確認できる。従って、五徳４の誤セット状態に容易に気付くことができ、五徳４の位置決
め用突片４４が絞り部３５の内側凹部３５２に係合されない状態のままで放置されること
も防止できる。
【００３６】
そして、天板２上のマークＭ２や汁受け皿３上のマークＭ３を目安にして五徳４を小幅に
左右に回動させるだけで位置決め用突片４４が絞り部３５の内側凹部３５２に簡単に誘導
されて嵌り込む。すると、汁受け皿３の外周フランジ３１の下段部３１２上に五徳枠４１
が載置され、その上段部３１１に五徳ツメ４２の下部が載置される。これにより、五徳４
は、汁受け皿３に位置決めされて取付けられる。汁受け皿３も天板開口部２０に位置決め
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されて取付けられているので、この五徳４は、汁受け皿３を介して天板２に位置決め状態
で正しくセットされる。
【００３７】
そして、この五徳セット状態では、五徳ツメ４２のみならず五徳枠４１をも汁受け皿３の
外周フランジ３１に載置させるようにするので、図６～図８に示す従来のものと異なり、
五徳４が安定して汁受け皿３に支持され、そのため、五徳４の位置決め用突片４４を２個
以下としても五徳４を安定して汁受け皿３にセットさせておくことができる。
【００３８】
以上のように、本実施の形態のものによれば、汁受け皿３が誤セットされた状態でその上
に五徳４がセットされることを防止でき、よって、五徳４は、ガスバーナＢに対して位置
決め状態にして確実に取付けられるため、ガスバーナＢの小炎孔を五徳ツメ４２と対向さ
せて炎が五徳ツメ４２に当たらないようにすれば、ガスバーナＢの燃焼効率を低下させる
等の不具合も防止できる。また、五徳ツメ４２の過熱も防止できる。
【００３９】
また、汁受け皿３が天板開口部２０に確実に正規の位置にセットされるようになるため、
絞り部３５の外側凸部３５１が天板開口部２０に強く噛み込んで取外し難くなることも防
止できる。
さらに、汁受け皿３の外周フランジ３１と天板２との間にすき間が形成されることもなく
煮こぼれ等がコンロ本体１内部に浸入してしまう不具合も防止できる。
なお、本発明は、上記実施の形態のものに限定されず、種々の設計変更が可能である。
【００４０】
例えば、上記五徳４の位置決め用突片４４を上記汁受け皿３の絞り部３５の数よりも多く
ならない個数で設けるようにしてもよい。すなわち、上記実施の形態のように汁受け皿３
に絞り部３５を２個設ける場合は、位置決め用突片４４を１個設けるようにしてもよい。
この場合も、五徳４は、位置決め用突片４４が汁受け皿３の内側凹部３５２に係合されな
い状態では汁受け皿３上で不安定にガタついた状態となるため、五徳４の誤セットに容易
に気付くことができ、五徳４の誤セットも確実に防止できる。
【００４１】
また、上記位置決め用突片４４は、特定の五徳ツメ４２の下部の足部４３を延長形成させ
たものであるが、五徳ツメ４２とは別体に五徳枠４１に形成させたものでもよい。
【００４２】
また、上記汁受け皿３の絞り部３５を１個設けるようにしてもよい。この場合も、汁受け
皿３は、絞り部３５の外側凸部３５１が天板開口部２０の切欠き部２３に係合されない状
態では天板２上で不安定にガタついた状態となるため、汁受け皿３の誤セットに容易に気
付くことができ、汁受け皿３の誤セットも確実に防止できる。
【００４３】
また、上記天板開口部２０の切欠き部２３は、上記汁受け皿３に設けられた絞り部３５の
数以上の個数で設けられてもよい。この場合、例えば、上記実施の形態において６本の五
徳ツメ４２の位置に対応して切欠き部２３を４個または６個としてもよい。すると、汁受
け皿セット時に、２パターン（切欠き部２３を４個）または３パターン（切欠き部２３を
６個）の配置位置が形成されるので、汁受け皿３を大きく回動させることなく切欠き部２
３に絞り部３５を係合させることができ、迅速に汁受け皿３をセットできる。
【００４４】
また、上記汁受け皿３の２個の絞り部３５を汁受け皿３の中心を通る直線上に対向配置さ
せるが、このように対向配置させなくてもよい。但し、この場合は上記天板開口部２０の
切欠き部２３や五徳４の位置決め用突片４４の配置位置も対応させる必要がある。
【００４５】
また、五徳４、汁受け皿３、天板開口部２０の形状を円形以外の多角形としてもよいし、
五徳枠４１を線材ではなく板材で形成してもよく、さらに五徳ツメ４２の本数も上記６本
に限定されない。

10

20

30

40

50

(7) JP 3785122 B2 2006.6.14



【００４６】
また、天板２は、下面板とこれに載置されるガラスプレートとによって構成されてもよい
し、ステンレスなどでもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態によるガスコンロの五徳取付け構造を採用したガスコンロを
示した断面図である。
【図２】ガスコンロの天板を示した平面図である。
【図３】汁受け皿に五徳が載置された状態を示した平面図である。
【図４】汁受け皿に五徳が載置された状態を示した断面図である。
【図５】五徳取付け構造を示した部分斜視図である。
【図６】従来のガスコンロの五徳取付け構造を示した部分斜視図である。
【図７】従来のガスコンロの五徳取付け構造を示した断面図である。
【図８】従来のガスコンロの五徳取付け構造における天板を示した平面図である。
【符号の説明】
１　コンロ本体
２　天板
３　汁受け皿
４　五徳
２０　天板開口部
２１　段押し部
２２　フランジ部
２３　切欠き部
３１　外周フランジ
３２　周壁部
３３　皿部
３４　中央口部
３５　絞り部
４１　五徳枠
４２　五徳ツメ
４３　足部
４４　位置決め用突片
３１１　上段部
３１２　下段部
３３１　返し部
３５１　絞り部における外側凸部
３５２　絞り部における内側凹部
Ｂ　ガスバーナ
Ｍ２，Ｍ３　マーク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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